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第
４
回
定
例
会

　

令
和
５
年
第
４
回
定
例
会
は
、

11
月
28
日
か
ら
12
月
15
日
ま
で
の

18
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。　
　

　

本
定
例
会
に
は
、
市
長
よ
り
、

条
例
案
件
５
件
、
指
定
管
理
者
の

指
定
２
件
、
補
正
予
算
６
件
の
合

計
13
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常
任
委
員
会

で
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。　

　

な
お
、
議
案
第
49
号
、
議
案
第

51
号
、
議
案
第
55
号
に
つい
て
反
対

討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
の
概
要

　特別委員会は、豊前市が出資している第３セクター「豊前開発環境エネルギー株式会社」役員が有印文書偽造に
より逮捕された事件について、会社の事業内容や事件発生の経緯を調査するものです。委員会の内容は、以下のとお
りです。

第１０回（１２月１５日開催）
　執行部より、前回からの経緯及び新たに入手した第８期（令和３年度）の決算資料の説明を受けました。また、説明
員として豊前市が簡易調査を委任した弁護士が出席しており、法的手続きに関して意見交換が行われ、今後、法的手
続きを進めることで意見が一致しました。
　そのため、12月22日市長宛に文書にて、申し入れを行いました。なお、申し入れの内容は、以下のとおりです。

「申し入れ事項」
　当特別委員会より、豊前開発環境エネルギー株式会社に対し、同社役員による有印公文書偽造などについて、再
三にわたり説明、資料提出等を要請してきたが、誠実な対応が全くなされていない。また、事件発覚から２年が経過し
たにもかかわらず、同社の出資者である市への対応も、到底納得できるものではない。
　今後、法的手続きを進めるに当たり、本日の当特別委員会において、市が簡易調査を委任している弁護士からも、
市が訴えられることはないであろうとの意見をいただいている。
　よって、市民への説明責任を果たすため、当特別委員会は市に対し、早急に法的手続きを進めるよう強く求める。

豊前開発環境エネルギー株式会社調査特別委員会　　◎…委員長  ○…副委員長
◎尾澤満治〇平田精一・梅丸晃・村上勝二・内丸伸一・郡司掛八千代・岡本清靖

◎市が徴収する税・使用料等については、口座振替推進のほか、多様な支払方法を検討すること。また、様々な手段
を通じて、納期限の周知を積極的に行い、収納率向上に努めること。

豊前開発環境エネルギー株式会社調査特別委員会の経過報告

総務委員会申し入れ事項

総務委員会　　　　◎黒江哲文〇平田精一・梅丸晃・村上勝二・為藤直美・内丸伸一・岡本清靖
文教厚生委員会　　◎為藤直美〇梅丸晃・村上勝二・秋成英人・郡司掛八千代・鎌田晃二・尾澤満治
産業建設委員会　　◎秋成英人〇福井昌文・梅丸晃・村上勝二・為藤直美・内丸伸一・郡司掛八千代
予算決算委員会　　◎福井昌文〇村上勝二・為藤直美・内丸伸一・秋成英人・郡司掛八千代
　　　　　　　　　 ・黒江哲文・平田精一・鎌田晃二・岡本清靖
議会運営委員会　　◎岡本清靖〇為藤直美・梅丸晃・村上勝二・黒江哲文・鎌田晃二

常任委員会・議会運営委員会の委員名簿
◎……委員長　○……副委員長

以上、申し入れました。
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《令和５年度一般会計補正予算の概要》

　国庫補助事業及び県補助事業にかかる経費、その他特に設置する必要がある経費について、可決し
ました。

【議案第58号】　令和5年度豊前市一般会計補正予算（第5号）

◇ふるさと納税事業
◇戸籍住民基本台帳費
◇母子家庭等対策総合支援事業
◇老朽危険家屋等除去促進事業補助金
◇豊前広域環境施設組合費清算金
◇観光客受入環境整備事業
◇道路補修費
◇学校管理費（小学校）
◇学校管理費（中学校）

《主な事業》
68,000千円
20,422千円
1,770千円
1,500千円
32,512千円
1,477千円
4,200千円
3,213千円
1,615千円

　特に措置する必要がある経費について、可決しました。
【議案第５1号】　令和5年度豊前市一般会計補正予算（第4号）

◇人事院勧告による増額、異動等による組替え 25,451千円

　国庫補助事業及び県補助事業にかかる経費について、可決しました。
【議案第61号】　令和5年度豊前市一般会計補正予算（第7号）

◇社会福祉施設等物価高騰対策支援給付金（障害福祉施設）
◇社会福祉施設等物価高騰対策支援給付金（介護施設）
◇保育所等物価高騰対策費補助金
◇こども応援給付金事業
◇運輸交通事業者等物価高騰対策支援事業
◇宿泊事業者等物価高騰対策支援事業
◇学校給食費助成金（中学校）

《主な事業》
405千円
2,688千円
522千円

13,347千円
5,111千円
902千円

19,803千円

　国庫補助事業にかかる経費について、可決しました。
【議案第５9号】　令和5年度豊前市一般会計補正予算（第6号）

◇物価高騰対応重点支援給付金事業 326,250千円

　12月定例会では、11月28日、12月13日及び12月15日の予算決算委員会で「令和５年度一般会計補正
予算」の審査を行いました。委員会では、予算の細部にわたり執行部に質問や指摘などを行い、慎重に審査し
ました。
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「○」 …… 賛成　　　「●」…… 反対
「議長」 … 議長職のため表決に参加しない

村
上
　
勝
二

為
藤
　
直
美

内
丸
　
伸
一

秋
成
　
英
人

郡
司
掛
八
千
代

黒
江
　
哲
文

平
田
　
精
一

福
井
　
昌
文

岡
本
　
清
靖

尾
澤
　
満
治

鎌
田
　
晃
二

梅
丸
　
　
晃

賛
　
成

反
　
対

令和5年12月定例会　議案審議結果

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

審議
結果

議  案  等  の  名  称

1

豊前市職員の給与に関する条例の一部改正につ
いて

豊前市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関
する条例の一部改正について

令和５年度豊前市後期高齢者医療事業特別会計
補正予算（第１号）

指定管理者の指定について（豊前温泉天狗の湯）

令和５年度豊前市国民健康保険事業特別会計補
正予算（第３号）

議　案
第49号

010

令和５年度豊前市一般会計補正予算（第４号）

督促手数料廃止に伴う関係条例の整備に関する
条例の制定について

豊前市観光施設の設置及び管理に関する条例の
一部改正について

指定管理者の指定について（豊前市立図書館）

議　案
第50号

1

10

議　案
第51号

0

9

議　案
第52号

010議　案
第53号

011議　案
第54号

1

9

議　案
第55号

011

10

議　案
第56号

011議　案
第57号

令和５年度豊前市一般会計補正予算（第５号）
議　案
第58号

令和５年度豊前市一般会計補正予算（第６号）
議　案
第59号

豊前市国民健康保険税条例の一部改正について
議　案
第60号

議
長

議
長

議
長

議
長

欠
席

欠
席

欠
席

欠
席

欠
席

議
長

議
長

議
長

議
長

議
長

○○○○○○○○●○

○○○○○○○○○○

○○○○○○○○●○

○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○

○○○○○ ○○○○○○

○○○○○ ○○○○●○

○○○○○ ○○○○○○

○○○○○ ○○○○○○

011議
長○○○○○ ○○○○○○

011議
長○○○○○ ○○○○○○

011議
長○○○○○ ○○○○○○

令和５年度豊前市一般会計補正予算（第７号）
議　案
第61号 011議

長○○○○○ ○○○○○○

議案
番号

議長
尾澤　満治

副議長
郡司掛　八千代

議会からのお知らせ
議事運営上

議長・副議長は、原則として一般質問を行いません。
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開かれた議会を目指して
第９回議会報告会を開催しました！！

他議会からの視察受入れ報告

　この報告会は、市民の皆さんに議会の中で審議・議論したことについての報告や市政全般あるいはそれ
ぞれの地域が抱える課題などについて、意見交換を行うなど市民の皆さんとの対話を通じて、信頼関係を
築くことを目的に行うものです。　　
　今年で９回目となる報告会では、議会から「災害への備え」・「ＬＩＮＥの豊前市公式アカウント」・「豊前市営駐
車場」・「豊前市国民健康保険税条例の一部改正」・「学校再編」・「ZigZagがオープン」・「宇島駅前に新トイレ
完成」・「防災・減災対策に向けて」などについて報告し、その後、各地域からの課題や要望についての意見交
換を行いました。
　また、参加者からのアンケートでは、「市や議会のことを知る良い機会になった」・「新しい試み（土曜日開
催）は良かった。日中の開催は参加しやすかった」・「地域の意見をもっと反映してほしい」などその他たくさ
んのご意見をいただきました。
　それぞれの会場で皆さんからいただいたご意見については、今後の議会活動にいかしていきたいと思い
ます。

　豊前市議会では、市の事例を紹介し、それぞれの自治体でいかしてもらえばと思い、できる限り視察研修
の受入れを行っております。令和５年の受入れ状況は、以下のとおりです。

日　時

R5.1.17

R5.1.19

R5.1.26

R5.5.17

R5.10.31

R5.11.14

佐賀県基山町

愛媛県伊予市

奈良県吉野町

滋賀県彦根市

鹿児島県さつま町

議会運営委員会

総務委員会

吉野町議会

議長・議会事務局長

市民産業建設常任委員会

文教経済常任委員会

８人

6人

13人

12人

10人

10人

議会改革の取組について

老朽危険家屋等除却促進事業

空き家バンク
老朽危険家屋等除却促進事業
地方創生とＳＤＧｓの推進に関す
る包括連携協定等について

老朽危険家屋等除却促進事業

老朽危険家屋等除却促進事業

場　所 参 加 者 アンケート回収率

１１月  ７日（火） 山田公民館 ２５人 ６８％

１１月  ８日（水） 総合福祉センター 57人 ８４％

１１月  ９日（木） 岩屋公民館 24人 ６７％

１１月１１日（土） 市役所大会議室 33人 ６７％

沖縄県中部地区
町村議会議長会
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梅
丸
議
員
　
福
岡
県
は
全
国

初
と
な
る「
福
岡
県
ワ
ン
ヘ
ル

ス
推
進
基
本
条
例
」を
制
定

し
、人
と
動
物
の
健
康
、環
境

の
健
全
性
を
一
体
な
も
の
と

し
て
守
り
、そ
の
活
動
を
次
世

代
に
継
承
す
る
た
め
の
基
本

方
針
を
示
し
た
。そ
し
て
、こ

れ
に
基
づ
き「
福
岡
県
ワ
ン
ヘ

ル
ス
推
進
行
動
計
画
」を
策
定

し
、計
画
に
掲
げ
る
施
策
や
取

組
を
進
め
て
い
る
。豊
前
市
も

こ
の
ワ
ン
ヘ
ル
ス
の
理
念
の
も

と
、感
染
症
対
策
、環
境
保
護
、

人
と
動
物
の
共
生
社
会
づ
く

り
、健
康
づ
く
り
な
ど
福
岡
県

と
連
携
し
、市
民
が
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
は
と
考
え
る

が
、い
か
が
か
。

市
民
福
祉
部
長
　
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
落
ち
着
き

を
見
せ
て
い
る
今
、感
染
症
の

恐
ろ
し
さ
を
忘
れ
ず
、ワ
ン
ヘ

ル
ス
の
総
合
的
な
取
組
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

市
長
　
世
界
的
に
も
W
H
O

を
は
じ
め
世
界
の
機
関
が
、ワ

ン
ヘ
ル
ス
の
考
え
を
取
り
入
れ

て
対
応
し
て
い
こ
う
と
動
い
て

い
る
。ま
た
、最
近
慣
れ
親
し
ん

で
き
た
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
の
考
え
も

ワ
ン
ヘ
ル
ス
が
入
っ
て
く
る
と

思
う
。市
町
村
の
責
務
や
役
割

も
示
さ
れ
て
お
り
、市
民
の
健

康
を
守
る
立
場
に
あ
る
市
役

所
と
し
て
、ど
う
こ
の
条
例
に

基
づ
く
活
動
を
推
進
し
て
い
く

の
か
。こ
れ
は
市
民
の
安
全
と

安
心
、健
康
を
守
っ
て
い
く
一

番
の
大
き
な
テ
ー
マ
の
大
元
に

な
る
。

梅
丸
議
員
　
県
内
17
の
市
町
、

今
年
に
入
り
吉
富
町
も
ワ
ン

ヘ
ル
ス
推
進
宣
言
を
し
て
い

る
。豊
前
市
も
宣
言
を
し
て
、

市
民
へ
の
周
知
や
理
解
の
促

進
、市
民
と
共
に
ワ
ン
ヘ
ル
ス

の
実
施
や
施
策
を
推
進
し
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
考

え
る
が
、い
か
が
か
。

市
長
　
人
類
だ
け
で
な
く
動

物
も
地
球
上
に
い
る
限
り
、

我
々
は
共
生
し
て
い
く
仲
間
だ

と
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
。我
々
が
こ
れ
か
ら
ど
う

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、ま
た
、

次
世
代
の
た
め
に
何
を
残
せ
る

の
か
、伝
え
ら
れ
る
の
か
、そ
れ

を
ワ
ン
ヘ
ル
ス
の
考
え
方
と
一

致
さ
せ
て
い
く
大
き
な
手
段
だ

と
思
う
。こ
の
場
を
借
り
て
、ワ

ン
ヘ
ル
ス
推
進
宣
言
を
す
る
。

梅
丸
議
員
　
豊
前
市
も
宣
言

し
た
の
で
、ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
豊
前
に
ふ
さ
わ
し
い
推

進
を
お
願
い
す
る
。ワ
ン
ヘ
ル

ス
の
推
進
と
取
組
を
通
じ
、人

と
動
物
、自
然
が
正
し
い
共
生

の
姿
で
あ
る
豊
前
ら
し
い
里

山
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

豊
前
の
強
み
を
活
か
し
て
い

た
だ
き
た
い
。最
後
に
市
長
の

意
気
込
み
を
、お
聞
き
し
た

い
。

市
長
　
市
民
一
人
一
人
に
ワ
ン

ヘ
ル
ス
の
理
念
を
伝
え
て
い
く
、

理
解
し
て
い
た
だ
く
、そ
し
て

実
践
し
推
進
し
て
い
く
、こ
れ

が
大
事
だ
と
思
う
。私
た
ち
の

宣
言
し
た
こ
と
が
豊
前
市
の
も

の
に
な
る
こ
と
で
、み
ん
な
が

健
康
に
幸
せ
に
な
っ
て
い
く
と

思
っ
て
い
る
。

【
質
問
項
目
】

（
村
上
勝
二
議
員
）

 

① 

豊
前
市
の
地
方
公
社
と

　  

第
三
セ
ク
タ
ー

 

② 

高
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
の

　  

無
償
化
を

 

③ 

学
校
給
食
費
の
無
償
化
の

　  

継
続
を

 

④ 

人
口
が
増
え
る
市
政
へ
の

　  

転
換
で
、子
ど
も
と
若
者
の

　  

未
来
に
希
望
を
示
そ
う

【
質
問
項
目
】

（
為
藤
直
美
議
員
）

 

① 

結
婚
、子
育
て
支
援

 

② 

移
住
、定
住

【
質
問
項
目
】

（
梅
丸
晃
議
員
）

 

① 

ワ
ン
ヘ
ル
ス（
一つ
の
健
康
）

※

こ
こ
に
掲
載
し
て
い
る
質
問
の

や
り
取
り
は
、ご
く
一
部
で
す
。

※

文
末
の
表
記
に
つ
い
て
は
、実

際
の
や
り
取
り
と
は
異
な
り
、

「
で
す
・
ま
す
調
」で
は
な
く
、

「
だ
・
で
あ
る
調
」に
統
一
し
て

お
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
を
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、そ
ち
ら
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、議
会
事
務
局
及
び
総
務

課
に
会
議
録
を
置
い
て
お
り
ま

す
の
で
、お
気
軽
に
ご
閲
覧
く

だ
さ
い
。

市議会会議録はこちらから

豊前市議会

『
無
会
派
』の一般
質
問

一
般
質
問

そ
こ
が
聞
き
た
い

な
ん
と
か
し
た
い

梅丸　晃

ワ
ン
ヘ
ル
ス（
一つ
の
健
康
）に
つ
い
て
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為
藤
議
員
　
豊
前
市
が
行
っ

て
い
る
新
婚
家
庭
へ
の
家
賃

補
助
に
つ
い
て
、こ
の
政
策
の

内
容
を
お
聞
き
す
る
。

総
合
政
策
課
長
　
新
婚
家
庭

に
対
し
て
民
間
賃
貸
住
宅
に

居
住
し
た
場
合
の
家
賃
助
成

で
あ
る
。以
前
は
、市
単
独
事

業
で
補
助
し
て
き
た
が
、令
和

３
年
度
以
降
は
国
の
補
助
事

業
に
沿
っ
た
内
容
に
変
更
し
、

夫
婦
と
も
39
歳
以
下
で
前
年

度
所
得
が
夫
婦
合
算
で
５
０

０
万
円
以
下
の
世
帯
へ
、月
額

１
万
円
を
上
限
に
１
年
間
分

を
補
助
し
て
い
る
。

為
藤
議
員
　
以
前
、補
助
を
受

け
た
後
、豊
前
市
に
定
住
し
た

割
合
が
約
６
割
か
ら
７
割
と

い
う
回
答
が
あ
っ
た
。近
年
の

傾
向
は
い
か
が
か
。

総
合
政
策
課
長
　
補
助
金
を

支
給
し
た
世
帯
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、８
割
、９
割
の

方
々
が
住
ん
で
い
る
状
況
で
あ

る
。

　
次
に
、婚
姻
届
を
受
付
け
た

際
に
、メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
や

記
念
写
真
、豊
前
市
の
お
米
な

ど
、気
持
ち
を
形
で
届
け
た
ら

ど
う
か
。粋
な
計
ら
い
で
お
祝

い
し
喜
び
や
思
い
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
と
思

う
が
、い
か
が
か
。

市
長
　
面
白
い
ア
イ
デ
ア
だ
と

思
う
の
で
、参
考
に
し
た
い
。

為
藤
議
員
　
豊
前
市
は
第
３

子
以
降
の
保
育
料
無
料
を
実

施
し
て
い
る
が
、出
産
子
育
て

応
援
給
付
金
と
合
わ
せ
て
少

子
化
対
策
の
充
実
の
た
め
、第

３
子
以
降
の
出
産
祝
金
を
と

い
う
声
を
議
会
報
告
会
で
も

聞
い
た
が
、検
討
し
て
み
て
は

い
か
が
か
。

市
長
　
今
は
第
２
子
へ
10
万
円

を
支
給
し
て
い
る
。豊
前
市
も

こ
れ
か
ら
は
、１
人
で
も
た
く

さ
ん
子
ど
も
を
産
め
る
よ
う
な

制
度
に
、総
合
的
に
見
直
し
て

い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

為
藤
議
員
　
新
婚
家
庭
へ
の

家
賃
補
助
の
件
、そ
し
て
子
育

て
支
援
へ
の
対
策
を
、し
っ
か

り
と
今
の
時
代
に
見
合
っ
た

対
応
を
お
願
い
す
る
。

為
藤
議
員
　
家
賃
補
助
の
支

払
い
方
法
だ
が
、申
請
し
て
か

ら
翌
年
４
月
に
ま
と
め
て
支

払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。本

来
、月
の
家
賃
に
充
て
る
た
め

の
補
助
で
、毎
月
振
り
込
む
べ

き
だ
と
考
え
る
が
、い
か
が

か
。

総
合
政
策
課
長
　
単
独
で
事

業
を
行
っ
て
い
た
際
、毎
月
支

給
だ
っ
た
た
め
、請
求
書
が
か

な
り
の
件
数
で
事
務
の
煩
雑
が

考
え
ら
れ
た
と
思
う
。新
婚
家

庭
で
毎
月
の
や
り
く
り
が
厳
し

い
状
況
で
、そ
の
都
度
、支
給

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
承
知

し
て
い
る
が
、対
象
者
が
市
へ

毎
月
請
求
書
を
出
す
こ
と
に

な
り
少
し
負
担
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
。そ
の
辺
り
も
少
し
研

究
し
て
必
要
で
あ
れ
ば
改
善
し

た
い
と
思
う
。

為
藤
議
員
　
新
居
で
暮
す
時

は
敷
金
・
礼
金
も
必
要
に
な

る
。新
婚
家
庭
へ
の
補
助
で
あ

れ
ば
、申
請
し
て
直
ぐ
に
ま
ず

は
３
ヵ
月
分
を
支
給
す
る
な

ど
、対
象
者
の
気
持
ち
を
し
っ

か
り
と
く
み
取
り
、あ
り
が
た

い
と
思
え
る
施
策
に
つ
な
が

る
よ
う
な
対
応
を
お
願
い
す

る
。

村
上
議
員
　
今
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
第
６
次
豊
前
市

総
合
計
画
で
は
、豊
前
市
の

人
口
は
、今
後
も
減
り
続
け
て

い
く
こ
と
が
こ
の
計
画
、こ
れ

か
ら
の
市
政
運
営
の
大
前
提

に
な
っ
て
い
る
が
、豊
前
市
総

合
計
画
の
策
定
の
趣
旨
と
そ

の
位
置
づ
け
、期
間
な
ど
に
つ

い
て
、お
聞
き
す
る
。

総
合
政
策
課
長
　
令
和
５
年

年
度
か
ら
令
和
14
年
度
ま
で

の
10
年
間
の
市
政
を
進
め
る

た
め
の
大
綱
と
し
て
策
定
し
、

こ
の
施
策
に
基
づ
い
て
今
後
の

５
年
間
、10
年
間
を
見
据
え
て

執
行
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

そ
の
中
で
、
令
和
14
年
度
の
目

標
人
口
を
２
万
１
８
０
０
人

と
い
う
設
定
を
し
た
が
、
こ
れ

は
以
前
行
わ
れ
た
人
口
推
計

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。国
全
体

も
人
口
減
少
、
少
子
化
と
い
う

中
で
豊
前
市
も
現
実
を
受
け

入
れ
て
、
そ
の
時
代
に
沿
っ
た

か
た
ち
で
ハ
ー
ド
面
な
ど
の
施

策
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
人
口

の
減
少
幅
を
い
か
に
小
さ
く
し

て
い
く
か
と
い
う
視
点
で
策
定

し
た
。

村
上
議
員
　
国
の
施
策
や
設

定
に
合
わ
せ
て
計
画
を
立
て

た
と
受
け
止
め
た
が
、全
国
的

に
見
れ
ば
人
口
が
増
え
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
。豊
前
市
は

２
万
人
を
想
定
し
て
い
る
が
、

そ
れ
に
合
わ
せ
た
市
政
運
営

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
縛
ら
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。そ
の
発
想

を
転
換
し
て
い
か
な
い
と
変

わ
ら
な
い
し
、国
が
そ
う
し
た

方
向
性
を
示
し
て
い
る
こ
と

自
体
に
不
安
で
情
け
な
い
。小

中
再
編
計
画
も
そ
れ
自
体
が

縮
小
で
、こ
れ
を
進
め
て
い
る

自
治
体
で
人
口
が
増
え
て
い

く
よ
う
な
所
は
な
い
。や
は
り

人
口
が
増
え
て
い
る
自
治
体

は
な
ぜ
増
え
て
い
る
の
か
を

し
っ
か
り
学
ぶ
こ
と
が
必
要

で
、１
人
で
も
２
人
で
も
人
口

を
増
や
す
、少
な
く
と
も
維
持

し
て
い
こ
う
と
い
う
共
通
意

識
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
う
が
、い
か
が
か
。

市
長
　
少
子
高
齢
化
に
よ
っ

て
、
人
口
減
少
が
続
い
て
い
る

こ
と
に
悔
し
い
思
い
を
し
て
い

る
が
、
個
人
の
問
題
で
は
な

く
、
社
会
と
し
て
考
え
た
と
き

に
一
つ
の
手
法
と
し
て
企
業
誘

致
が
あ
る
。今
回
、
社
会
人
野

球
チ
ー
ム
が
豊
前
市
に
拠
点

を
構
え
20
人
以
上
の
若
い
人

達
が
移
り
住
む
予
定
で
あ
る

が
、
こ
れ
も
企
業
誘
致
で
あ

る
。そ
う
い
う
意
味
で
、
文
化

や
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
づ
く

り
も
発
想
の
転
換
で
あ
る
と

思
う
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を

使
っ
て
人
口
増
に
つ
な
が
る
よ

う
な
、
元
気
に
健
康
で
幸
せ
に

暮
ら
せ
る
豊
前
市
を
目
指
し

て
い
き
た
い
。

村
上
議
員
　
豊
前
市
が
よ
り

活
性
化
す
る
た
め
に
、
も
っ
と

元
気
に
も
っ
と
人
口
が
増
え

る
道
を
探
求
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
し
、
私
も
一
緒
に
考
え
て

い
き
た
い
。

為藤　直美

村上　勝二

結
婚
、子
育
て
支
援
に
つ
い
て

人
口
が
増
え
る
市
政
へ
の
転
換
で
、

子
ど
も
と
若
者
の
未
来
に
希
望
を
示
そ
う
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『
平
成
会
』
の
一
般
質
問

一
般
質
問

福井　昌文鎌田　晃二

平田　精一 黒江　哲文

秋成　英人内丸　伸一

市
役
所
窓
口
業
務
に
つ
い
て

内
丸
議
員
　
現
在
、市
役
所
各

課
の
窓
口
で
各
種
申
請
や
手

続
き
を
行
っ
て
い
る
が
、仕
事

の
都
合
や
身
体
的
事
情
で
窓

口
が
開
い
て
い
る
時
間
に
間

に
合
わ
な
い
方
が
い
る
。ま

た
、母
子
・
父
子
家
庭
の
方
な

ど
も
窓
口
が
開
い
て
い
る
時

間
に
仕
事
を
休
ん
で
市
役
所

に
な
か
な
か
来
ら
れ
な
い
、と

い
う
話
を
聞
く
。窓
口
業
務
の

軽
減
化
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

一
環
と
し
て
、住
民
票
な
ど
の

一
部
の
証
明
書
が
、コ
ン
ビ
ニ

で
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、取
得
で
き

る
書
類
の
種
類
や
時
間
帯
を

伺
う
。

市
民
課
長
　
コ
ン
ビ
ニ
交
付

が
利
用
で
き
る
時
間
帯
は
、土

曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
を
含
め
、

朝
６
時
半
か
ら
23
時
ま
で
と

な
っ
て
い
る
。た
だ
し
、年
末
年

始
及
び
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
日
は
、利
用
で
き
な
い
。

内
丸
議
員
　
勤
務
時
間
外
の

窓
口
業
務
は
、ど
の
よ
う
な
対

応
を
し
て
い
る
か
。

市
民
課
長
　
市
民
課
で
は
、緊

急
や
む
を
得
な
い
場
合
に
は
、

相
談
に
応
じ
、時
間
外
の
対
応

を
す
る
場
合
が
あ
る
。ま
た
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

等
は
、第
１
、第
３
金
曜
日
の

17
時
か
ら
19
時
ま
で
、ま
た
、

月
に
１
回
、土
曜
日
も
し
く
は

日
曜
日
の
朝
９
時
か
ら
12
時

ま
で
開
庁
し
て
お
り
、日
程
は

市
報
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
で
案
内
し
て

い
る
。さ
ら
に
市
民
課
総
合
窓

口
係
や
税
務
課
課
税
係
及
び

総
務
課
防
災
安
全
係
で
は
、年

度
末
の
令
和
６
年
３
月
31
日

の
日
曜
日
と
年
度
初
め
の
４

月
６
日
土
曜
日
の
９
時
か
ら

12
時
ま
で
、休
日
開
庁
を
予
定

し
て
い
る
。

内
丸
議
員
　
多
く
の
職
業
で

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

シ
フ
ト
勤
務
を
取
り
入
れ
て

い
る
が
、市
役
所
で
も
導
入
を

検
討
で
き
な
い
か
。

市
民
福
祉
部
長
　
勤
務
時
間

が
決
め
ら
れ
、職
員
数
も
限
ら

れ
て
い
る
た
め
、全
体
的
に
時

間
を
延
長
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、困
難
だ
と
思
う
。

内
丸
議
員
　
市
の
考
え
と
し

て
は
、で
き
な
い
と
い
う
答
え

だ
が
、市
役
所
も
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
対
応
す
る
べ
き
だ
と

思
う
が
、い
か
が
か
。

総
務
課
長
　
開
庁
の
時
間
、勤

務
時
間
内
で
、と
い
う
の
が
基

本
で
あ
る
。個
別
対
応
、マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
申
請
等
限
ら
れ
た
業

務
で
は
あ
る
が
、窓
口
業
務
の

時
間
延
長
、年
度
末
等
の
休
日

開
庁
な
ど
、市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
の
た
め
、職
員
が
随
時
対

応
し
て
い
る
。関
係
す
る
部
署

が
、そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
等
を
持

ち
寄
っ
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

の
視
点
に
立
ち
、共
有
等
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

内
丸
議
員
　
こ
の
問
題
に
つ

い
て
、各
課
で
連
携
し
て
、市

民
に
も
職
員
に
も
良
い
解
決

方
法
を
考
え
て
ほ
し
い
と
思

う
が
、市
長
、い
か
が
か
。

市
長
　
現
在
の
と
こ
ろ
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
、個
別
に
対
応
で

き
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

働
き
方
改
革
は
、行
政
の
中
に

も
求
め
ら
れ
て
お
り
、デ
ジ
タ

ル
化
も
含
め
て
、今
後
対
応
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

代
が
き
て
い
る
と
思
う
の
で
、

内
部
で
も
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

内
丸
議
員
　
窓
口
を
利
用
す

る
市
民
の
こ
と
を
考
え
て
、今

後
も
し
っ
か
り
と
し
た
対
応

を
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

市議会会議録はこちらから

豊前市議会

【
質
問
項
目
】

（
内
丸
伸
一
議
員
）

 

① 

市
役
所
窓
口
業
務

 

② 

市
営
住
宅
の
管
理

 

③ 

防
災

（
福
井
昌
文
議
員
）

 

④ 

都
市
計
画

 

⑤ 

豊
前
市
の
財
政

（
鎌
田
晃
二
議
員
）

 

⑥ 

奨
学
金
返
還
支
援
制
度

 

⑦ 

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

 

　 

臨
時
交
付
金

 

⑧ 

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

※

こ
こ
に
掲
載
し
て
い
る

質
問
の
や
り
取
り
は
、

ご
く
一
部
で
す
。

※

文
末
の
表
記
に
つ
い
て

は
、実
際
の
や
り
取
り

と
は
異
な
り
、「
で
す
・

ま
す
調
」で
は
な
く
、

「
だ
・
で
あ
る
調
」に
統

一
し
て
お
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全

文
を
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、そ
ち
ら
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、議
会
事
務
局
及

び
総
務
課
に
会
議
録
を

置
い
て
お
り
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
閲
覧

く
だ
さ
い
。

そ
こ
が
聞
き
た
い

な
ん
と
か
し
た
い
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都
市
計
画
と
豊
前
市
の
財
政
に
つ
い
て

福
井
議
員
　
第
６
次
豊
前
市

総
合
計
画
が
策
定
さ
れ
、本
年

度
よ
り
豊
前
市
の
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。ま
ち
づ
く
り
を

行
う
上
で
、都
市
計
画
道
路
の

整
備
が
重
要
で
あ
る
と
思
う

が
、ど
こ
を
優
先
的
に
整
備
し

た
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。

産
業
建
設
部
長
　
宇
島
久
路

土
線
を
考
え
て
い
る
。

福
井
議
員
　
こ
の
辺
は
学
校

再
編
に
よ
り
２
つ
の
小
学
校

と
１
つ
の
中
学
校
が
整
備
さ

れ
る
。通
勤
に
も
便
利
な
場
所

で
あ
り
、企
業
誘
致
や
商
業
誘

致
、子
育
て
世
代
の
定
住
促
進

な
ど
に
よ
る
フ
ロ
ー
効
果
も

期
待
で
き
る
。し
か
し
、大
き

な
事
業
費
で
あ
る
た
め
、県
事

業
と
し
て
採
択
さ
れ
る
よ
う
、

ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
と
思
う
。

都
市
計
画
は
、優
先
順
位
を
付

け
、着
実
に
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
市
が
発
展
し
な
い
と
私

は
思
う
。市
民
が
快
適
に
暮
ら

せ
る
、ま
た
誇
り
を
持
て
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
た
だ

く
よ
う
切
に
願
う
。

　
次
に
、昨
今
の
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
、豊
前
市
も
市
政
運

営
に
大
変
苦
労
し
て
い
る
と

思
う
。総
合
計
画
策
定
の
趣
旨

に
、財
政
の
健
全
性
の
確
保
が

う
た
わ
れ
て
お
り
、歳
入
の
確

保
、歳
出
の
抑
制
が
肝
要
で
あ

り
、歳
入
に
つ
い
て
は
、交
付

金
・
補
助
金
等
の
活
用
や
税
収

の
増
が
有
効
だ
と
考
え
る
。小

中
学
校
の
再
編
も
あ
る
が
、築

上
町
は
、小
中
一
貫
校
の
建
設

に
モ
デ
ル
事
業
の
補
助
金
等

が
充
て
ら
れ
る
よ
う
だ
。市
の

負
担
を
軽
減
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
ほ
し
い
。税
収
の
増
に

向
け
て
は
、企
業
誘
致
が
有
効

な
手
立
て
と
考
え
る
。さ
ら
な

る
企
業
誘
致
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、市
長
に
聞
き
た

い
。

市
長
　
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

活
用
な
ど
、本
市
の
持
つ
力
を

Ｐ
Ｒ
し
、企
業
誘
致
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

福
井
議
員
　
先
日
、国
は
デ
フ

レ
完
全
脱
却
の
た
め
の
総
合

経
済
対
策
の
裏
付
け
と
な
る

２
０
２
３
年
度
補
正
予
算
を

設
立
さ
せ
た
。物
価
高
対
策
と

し
て
、低
所
得
世
帯
へ
の
給
付

と
地
方
自
治
体
が
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
施
策
を
実
行
す

る
財
源
と
な
る
重
点
支
援
地

方
交
付
金
を
計
上
し
た
。豊
前

市
の
実
情
に
あ
っ
た
事
業
を

促
進
し
て
も
ら
い
た
い
。ま

た
、物
価
高
対
策
と
は
別
に
、

持
続
的
賃
上
げ
と
地
方
の
成

長
、成
長
力
強
化
、国
内
投
資

促
進
、人
口
減
少
対
策
、国
民

の
安
全
・
安
心
確
保
が
あ
が
っ

て
い
る
。豊
前
市
も
該
当
す
る

と
思
う
の
で
公
共
事
業
等
に

活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。そ
れ

と
人
口
減
少
対
策
や
地
域
公

共
交
通
の
確
保
、維
持
改
善
に

向
け
た
事
業
に
つ
い
て
も
、国

に
要
望
し
て
ほ
し
い
と
思
う

が
、い
か
が
か
。

市
長
　
し
っ
か
り
と
職
員
と
共

に
豊
前
市
を
元
気
づ
け
る
方

向
に
も
っ
て
い
き
た
い
と
思

う
。

福
井
議
員
　
財
政
の
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
お
り
、交
付

金
・
補
助
金
は
命
綱
で
あ
る
。

我
々
も
一
緒
に
知
恵
を
出
し
、

職
員
の
皆
さ
ん
と
一
丸
と
な
っ

て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
の
で
、よ
り
一
層
の
努
力

を
お
願
い
す
る
。

奨
学
金
返
還
支
援
制
度
に
つ
い
て

鎌
田
議
員
　
公
明
党
は
学
び

た
い
人
が
進
学
を
諦
め
る
こ

と
の
な
い
社
会
を
目
指
し
て
、

奨
学
金
制
度
の
充
実
や
返
済

不
要
の
給
付
型
奨
学
金
を
実

現
し
て
き
た
。し
か
し
、奨
学

金
は
卒
業
後
の
返
済
の
負
担

が
重
く
、若
者
は
そ
の
こ
と

で
悩
み
を
抱
え
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。奨
学
金
返
還

支
援
制
度
は
、公
明
党
が
政

策
提
言
し
た
制
度
で
、自
治

体
や
企
業
が
奨
学
金
の
返
還

を
肩
代
わ
り
す
る
も
の
で
あ

り
、全
国
に
広
が
っ
て
い
る

が
、自
治
体
に
よ
っ
て
推
進
度

合
が
様
々
で
あ
る
。地
方
創

生
の
観
点
か
ら
も
、若
者
の
地

方
定
着
を
促
す
こ
の
制
度
を

本
市
で
も
実
施
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

県
内
で
は
、北
九
州
市
・
大
牟

田
市
・
筑
後
市
・
直
方
市
・
吉

富
町
も
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
が
、吉
富
町
の
制
度
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
教
え
て
ほ
し

い
。

生
涯
学
習
課
長
　
人
材
の
確

保
と
移
住
・
定
住
を
目
的
に
、

令
和
３
年
度
か
ら
町
内
に
居

住
し
近
隣
市
町
の
事
業
所
で

働
い
て
い
る
方
に
対
し
て
、そ

の
年
度
内
に
返
還
す
べ
き
金
額

の
２
分
の
１
に
つ
い
て
、初
年

度
か
ら
３
年
度
は
上
限
10
万

円
、４
年
度
か
ら
10
年
度
は
上

限
５
万
円
を
支
援
す
る
も
の

で
あ
る
。

鎌
田
議
員
　
各
自
治
体
の
奨

学
金
返
還
支
援
制
度
の
内
容

は
様
々
で
あ
る
。体
力
に
あ
っ

た
形
で
本
市
も
我
が
ま
ち
に

住
ん
で
く
れ
る
若
者
に
は
奨

学
金
を
全
額
肩
代
わ
り
す
る

と
い
う
の
は
イ
ン
パ
ク
ト
が

あ
り
、若
者
の
居
住
者
が
増
え

れ
ば
費
用
対
効
果
は
大
き
い

と
思
う
が
市
長
の
考
え
を
聞

き
た
い
。

市
長
　
親
の
経
済
力
に
よ
っ
て

学
ぶ
機
会
と
チ
ャ
ン
ス
を
失
う

と
い
う
こ
と
は
、あ
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
だ
と
思
う
。こ
の

制
度
を
活
用
し
て
地
域
の
活

力
に
か
え
て
い
く
と
い
う
の
は

良
い
発
想
だ
と
思
う
の
で
、精

査
し
た
う
え
で
良
い
方
向
を

探
っ
て
い
き
た
い
。

鎌
田
議
員
　
こ
う
い
っ
た
こ

と
を
や
ら
な
い
限
り
は
、地
元

に
住
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。ま
た
、企
業
に
お
い
て
も

社
員
に
代
わ
っ
て
奨
学
金
を

返
還
す
る
仕
組
み
が
導
入
さ

れ
て
お
り
、最
近
の
人
材
不
足

の
深
刻
さ
も
あ
っ
て
、実
施
す

る
企
業
が
増
え
て
い
る
。こ
の

制
度
を
市
内
の
企
業
に
勧
め

て
み
て
は
ど
う
か
。

商
工
観
光
課
長
　
企
業
合
同

就
職
説
明
会
の
参
加
人
数
も

減
っ
て
お
り
、企
業
も
大
変

困
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。今

の
制
度
を
周
知
し
、活
用
し
て

も
ら
う
よ
う
に
進
め
て
い
き
た

い
と
思
う
。

鎌
田
議
員
　
企
業
も
こ
の
制

度
を
人
材
確
保
に
活
用
し
て

ほ
し
い
と
思
う
。既
に
32
府
県

で
仕
組
み
が
設
け
ら
れ
て
い

る
が
、福
岡
県
は
や
っ
て
い
な

い
の
で
働
き
か
け
る
予
定
に

し
て
い
る
。ま
た
、私
の
提
案

だ
が
、会
社
負
担
の
２
分
の
１

を
市
が
負
担
を
す
る
と
い
う

の
も
、か
な
り
市
の
負
担
は
押

さ
え
ら
れ
る
。そ
し
て
豊
前
市

に
奨
学
金
を
借
り
て
、10
年
以

上
住
め
ば
企
業
と
市
が
全
額

肩
代
わ
り
す
る
と
い
っ
た
、若

い
人
が
豊
前
に
住
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
な
他
所
に
な
い
よ

う
な
制
度
の
創
設
を
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。



　令和5年10月28日、フレスポくぼてんタウンにて開

催された第31回豊前市カラス天狗祭りに、東日本大

震災発生後から漁船寄付による支援や夏祭り参加な

どで交流のある宮城県東松島市議会議長及び職員の

皆さんに参加していただきました。

　東松島市のブースでは、海苔・牛タン・つくねなどの

特産品を販売し大盛況でした。

　また、今年の祭りは通常通りの開催となり、ステー

ジイベントや物産等を楽しむ人で賑わいました。

豊前市カラス天狗祭り参加

カラス天狗祭りの式典の様子

　産業建設委員会は、令和5年11月24日～25日の日

程で視察研修を行いました。

　広島市水産振興センターでは、センターの業務内

容や広島かきの様々な養殖方法・出荷方法について

説明を受け、意見交換を行いました。また、養殖施設

や魚と漁業の資料展示室を見学しました。

　広島市豪雨災害伝承館では、平成26年8月に安佐

南区で発生した豪雨災害の概要や現状の防災対策に

ついて説明を受け、意見交換を行いました。その後、被

災跡地を視察し、土石流による災害の恐ろしさを感じ

ました。

産業建設委員会視察研修

広島市水産振興センター養殖施設の様子

　「光陰矢の如し」でお正月から早1ヶ月が過ぎようとしています。
　目まぐるしく変わる社会の中で振り回されている方も多いのではないで
しょうか？
　社会、地域の繋がりが希薄になった今だからこそ、この繋がりが増々、必
要となってきているように感じます。
　子育て世代や将来を背負っていく子ども達の未来のため、自分の事だけ
に捉われず、社会参加をお願い致します。
　令和6年が明るい年になりますように、市民の皆さまのご健康とご多幸を
お祈り申し上げます。

郡司掛　八千代

編集後記

●この広報誌は資源保護のため再生紙を使用しています。豊前市議会　豊前市大字吉木955 TEL82-8137（直通）

●編集　編集委員会
　　　　委員長：梅丸晃
　　　　副委員長：為藤直美
　　　　委員：村上勝二　 郡司掛八千代
　　　　　　　秋成英人
●印刷　築上印刷有限会社

豊前市議会

市議会の様子を知る最もよい方法です。
みなさんの傍聴をお待ちしています。
また、本会議については、インターネット中継
をしております。

議会を傍聴しましょう議会を傍聴しましょう
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2月です
次回の定例市議会は


